
して，低圧 nllJ片線をア ー スしなければならないが， 電気信号保

安装置ではこのようにすると陣容の原因となることがあるので，

1 次総輸と 2 次線輸の間に隔離した銅板を設け，これを外箱と

ともに接地しておく 。

管室与の多い地方では線条変圧骨量も雷容を受けることがはなは

だ多い。この被告を軽滅するために耐雷型の線条変圧器がある。

(図ー2) 官鍔の場合の配電線に誘起される雷電圧は 50，000V 以

下が 93 %, 30,000 V が 90 %

であるからこれに耐え得るよ

うに，普通型よりも導体と他

の金属部分との間隙を広くし

套管も大きく， したがって外

箱も大きくなっている。

とのために附雷型のものは

仕様訟で街般電圧試験をつき"

のようにまをめてある。

1 次線輸と 2 次線総，鉄心

および外箱間に波形1.5-40

マイ ク ロセコンド， 最高値

50，000V の術型車電圧を各 3 厄l

加l圧しでも，各部に内絡を是 2. 耐宿型変圧器

しないものでなければならなし、。(西沢毅)

せんせきせん 仙石線 東北本線仙台駅から塩釜市に出て松

島湾に沿って走り，石巻線石巻駅に至る 50.5km の線。陸前 l以

下 ・ 石巻港開 4 .9km の校線を含み総営業キロ 55.4 km ， 東北線

に隠し線路等級は丙線である。

大正 14 ・ 6 仙台・西塩釜間，昭和 3 ・ 11 窃盗釜 ・蛇回聞と宮城電

気鉄道記長式会社によって開通，昭和 14 ・ 11 全線開通した。その

後昭和 19 ・ 5 政府に買収され， 111j台 ・ 石巻間，陸前山下・釜聞を仙

石線と 11乎ぶこととなり ， さらに釜 ・ 石巻港聞が，昭和 28 ・ 7 建設

された。線名は両端地1111台と石巻の頭文字をとった。(森悌涛)

せんそう 船鎗 (英)hold 貨物足{入れ局所が紛紛 (ho ld ホー

ノレド)であって ， その出入口を紛口 (hatch ， hatch way ) とい

う。貨物船はìflj憎(そう) 船 (tanker) のよう に緩関が船尾にあ

る船以外は， 普通機関室が船体の中央にある。援関室から前に

ある船舶をおも

ての船舶といい，

1~のものをとも

のハッチという。

またおもてから 1 番飴， 2 需給というように船紛には番号をつ

けている。たとえば船紛が 6 つあれば， 1 -3 はおもての船舶で

あり ， 4-6 はともの紛紛である(図)。

紛口は貨物の出入口として上甲板に大き く 闘し、ていて，ハッ

チ ・ コーミング (hatch coaming) という厚い鋼板の 1-2 ft の

高さの枠(わく)からできている。このコー ミ γ グは左右の帆よ

り前後の方が長い長方形をして， コーミ ングの縁は半円形型の

!写みをもっている。

貨物ftl~if:1;炎は総口は l 枚または 2 枚の板を継合わせて作られ

た紛 口蓋(ハッチ ・ ボ ー ド hatch boad) を数きつめ，その上を

防水帆布で作られた給口磁(ターボ リン ・ tarpaul i n) で敏雄する。

紛紛内には貨物の汗i需を防ぐための通風装置がある。その通

風方法は通風簡のように自然i温風によるものと ， モ ー ター・ 7

7 ソ (motor fan) のような機械通風装置によるものがある。ま

た自動火災報知器量・消火装置等も設備されている。

最近優秀貨物船においては，総内貨物欲載量を上骨すために，

ß'{付けの陣容となる支柱の数を必要最少限度にまで滅少し，中

せんだいしえ

甲板の首iさも 9-11 ft とし，容積貨物鮫耳互に(児ならしめるよう

になってきた。ー」連絡船の車両mírif:設備。

参考文献巡輸省繍荷役作業 (1) 0 (今留光国)

せんぞくかし e 専属貨車 特殊の構造を有する貨車または

特殊の地妓に限って運用する ことが適当な貨車は，必要に応 じ

て， 特定の鉄道管理局に専属させて運用しているが， この貨車

を専属貨車とし、う。専属貨lliは，専用貨車とともに貨車の共通

巡用に対する例外をなすものである。専属貨車のうち特殊精進

の:!:'i:事は，普通貨"liでは輸送できないか，または特殊の物資の

輸送を対象として製作された特別の設備を有する貨車であって ，

特殊惨能を発拘iするようにできているものである。また特殊の

地獄に運用を限定している貨車とは， 主として車齢の関係また

は車両製作材料もしくは機造の!関係で，運転上の立楊から他の

地域に移動しないようにその迷用を限定しているものである。

専属貨車は常日ii駅または巡用ブJを定め， 11i休両側に専属局名

および常備l駅名を標記して， 一般共通貨車と区別している。

つぎのような貨車は専属貨車となっ ているものが多い。

鉄製有がい"11，豚積率，家きん"11，活魚車， 陶器t耳ï ， タ γp

lfI, 7.k illiIli ， ホッパ11i ， 石炭111 ， 長物Jji ， 有力tい緩急車。

なお雪かき 111，検査車，車掌車その他の事業Hl1君事について

も形式上専属貨車としている。(平井隆三 ・ 氷井卯三郎)

せんそくわたし 船側;度 (英) alongside deli very 船舶巡送

貨物の受渡の一方式。船主nllJと荷主 ll!ll との海上illi送貨物の受渡

が何処で行われるかに よ って ， 間当事者の責任の分岐点が決ま

るので， 貨物のf，ii波場所は重姿な|問題とされる。 一般に荷渡は

船側渡 ・ 船内波 . ;tr渡に分けられる。

船側波とは本船船師11において貨物が引渡される方法で， 最も

標準的 ・ 原則的のものである。しかし揚荷がスリ γグ Csling)

に引懸けられ，ウイ γチ (wi nch) で巻き揚げられ，はしけある

いは峻矯(さんばし)に l向 って移動を開始し， 本船舷(げん)剖11を

完全に替ったときを紛主の引渡意思と荷受人の受取意思とが合

致したときとみる説と ， さらに貨物がはしけまたは俊橋に償在11

され，貨物がスリ γグから離れたとき とする説とがある。もち

ろん前説においても上記の一連の荷役用具に何ら故障がなかっ

たか，あるいは取扱人に過失がなかったか等によって，責任の

帰属が決定するものであることはいうまでもない。

船 ßlIW.ltしをなすか否かは，本船積付上の関係や， 本紛出帆の

時期等の条件により船主(船長)剖11にその選択権がある。

紛ßlIj渡の場合船長の責任は， 貨物が本船船側を書量れるときま

でとされるのが原則であるから， 船内人夫貨は船主の負担とさ

れるが，運送契約・似習等によって必ずしもそのとおりでなく

区々である。

参考文献村上孝一 ・ 須賀一疋著海運の笑務ロ(今留光国)

せんだいしえいきどう 仙台市営軌道

1 事業者の概要

名称仙台市， 所在地宮城県仙台市北二審了，資本金 39，44 4

FTとと 昭和 28 1 29 30 

旅客綿送人民(千人} 33,100 31 ,868 33,026 

人 キ ロ(千) 76,483 80,617 

旅客収入(千円) 256,047 294,471 303,241 

運輸雑収(，，) 933 1,187 3,719 

収入合計(，，) 256,931 295,657 306;960 

営 業 'I!l ( け 238,318 248 ，ωB 262,565 

営業利益(，，) 18,663 47,559 44.395 

営業係数(%) 92 84 87 

- 933 一一




